
































































山 本 哲 也
磁性イオンかー非磁性金尿であるCu.Ag,At】などの中に希薄に含まれている合金を希
薄放任合金という｡その例としてCu並且に注目すると砧性イオンであるMnの譲渡か ppm
以下のとき約 10K付近で温度降下と伴に対数的電気抵抗増大の現象かみられる｡
近藤はli)64年､この異常現象が磁性イオン間の交換相互作用が無視できる場合に現れる
現象であることに気付き､希薄な梅限としで 1佃の磁性不純物が母体金属中にある､というモ
デルに基づいて局在スピンによる電気抵抗の対数的温度依存性を鋭明した｡それ以来､この異
常現象は近藤効果とよばれている日 ｡ そして後の研究の結果2'･3'､近藤効果とは伝導電子と局
尭スピンとの間の反強磁性的交換相互作用によって～伝導電子のスピンと局在スピンとか結合
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